
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８・９月のほけんだより 

只今夏真っ盛り、毎日水あそびやプールあそびに興じる子どもたちです。 
この夏、旅行など遠出の計画を立てているご家庭も多いかと思います。 
外出先では、安全に気を配り、楽しい思い出をたくさん作ってきてください。 

暑い夏を元気に乗り切るポイント 

令和５年８月１日発行 

戸塚愛児園 
 

大量に汗をかくと、
脱水症状を起こし、
熱中症の原因にもな
ります。こまめな水
分補給を心がけまし
ょう。 

こまめに汗をふいたり、

シャワーを浴びたりし

て、皮膚を清潔に保ちま

しょう。 

外出時は帽子をかぶ
り、日焼け止めを塗る
などの紫外線対策も
忘れずに。 

高温・多湿など条件が
そろえば、室内でも熱
中症は起こります。エ
アコンをじょうずに使
いましょう。ただ、冷
やしすぎには注意しま
しょう。 

１．水分補給 

２．皮膚のケア 

３．紫外線対策 

４．室温管理 

水分補給の落とし穴 

水分補給はたいせつですが、糖分の多

い飲み物は、とりすぎると食欲が落

ち、体力低下にもつながります。ジュ

ースはもちろんのこと、スポーツドリ

ンクにも糖分の高いものが、けっこう

あります。気をつけましょう。 

８月７日は「鼻の日」 

鼻をたいせつに 
鼻をほじるくせのある子は、鼻の

粘膜が弱くなり、鼻血が出やすく

なります。無意識のうちにやって

しまうようなら、寝ている間は手  

袋をするのもいいでしょう。 

９月１日は防災の日 
非常用品は備えていますか？  

もしものとき、すぐに取り出せるよう、

決まった場所に用意しておきましょう。

また、定期的に中身のチェックをし、水

や食料品など、期限切れの物が入ってい

ることのないようにしましょう。 

頭ジラミチェック法 
成虫は非常に動きが速く、見つけるのは難し

いので、卵を探します。後頭部や耳の後ろあ

たりにあることが多いので、髪をかき分けて

丹念に見てみましょう。白くて一見フケと区

別がつきにくいのですが、シラミの卵は、細

長い楕円形をしていること、指を滑らせて取

ろうとしてもなかなか取れないこと、つめで

つぶすとプチっと音がす 

ること、などが 

特徴です。 

  


